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農業青年クラブ

つ
な
が
り

　市内の頴娃、知覧、川辺地域にそれぞれ農業青年クラブがあり、さまざまな交流をとおして、
農業青年として親睦を深め、知識・技術の向上、地域農業・社会の発展に努めています。
　今回は各団体の活動内容など紹介します。

仲
間
と
の
交
流

市
民
と
の
交
流

知
覧
町
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
（
知
覧
地
域
）　

小
京
都
ふ
る
さ
と
祭
で
の
出
店

Ｋ
Ｅ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
（
頴
娃
地
域
）　

花
い
っ
ぱ
い
運
動

川辺町青年農業者の会（川辺地域）かわなべ磨崖仏まつりでの出店

今年販売された塩豚丼

これからの地域農業を支える
若い農業者たち　　　
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これからの地域農業を支える
若い農業者たち　　　

Ｋ
Ｅ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

急須で入れるリーフ茶離れが進む中、なかでも若者
が特に飲まなくなっているため、若い女性が手に取
り、飲んでもらえるお茶をつくりました。きっかけ
は、お茶の淹れ方教室などで若い受講者の方から、

「お茶の中身の違いがわかりにくい」、「パッケージ
がどれもいまひとつ」といった意見を聞いて、若い
女性にお茶の魅力を伝えるため、品質にこだわるこ
とはもちろん、パッケージやネーミングに工夫を凝
らしたものです。

若い女性をターゲットに商品
開発された３種類のお茶

　

Ｋ
Ｅ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
は
、
毎
年
、「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
と
称
し
、
地
元
に
多
く
の
花
が

咲
き
ほ
こ
る
よ
う
地
区
公
民
館
や
保
育
園
な
ど
で
、
花
植
え
の
活
動
を
行
っ
た
り
、
お
茶
の

淹
れ
方
教
室
の
開
催
の
ほ
か
、若
い
他
の
団
体
と
も
交
流
を
深
め
よ
う
と
、毎
年
え
い
の
ゴ
ッ

ソ
イ
ま
つ
り
の
「
牛
の
ゴ
ッ
ソ
イ
焼
き
」
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
青
年
ク
ラ
ブ

消
費
者
交
流
事
業
の
産
直
市
で
は
、
地
元
の
お
茶
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
野
菜
な
ど
の
販
売
も
行
っ

て
い
ま
す
。
一
昨
年
に
は
３
種
類
の
お
茶
の
商
品
開
発
も
手
が
け
ま
し
た
。

ＫＥファーマーズ会員
氏　名 自治会名

下窪健一郎 谷　場

瀬川　晋也 瀬　谷

永山　和博 折　尾

折尾　研吾 折　尾

下窪　康介 谷　場

雪丸　雄太 雪　丸

瀬川　章吾 瀬　谷

山下　浩福 栫　山

下窪　　豪 谷　場

下窪　領太 谷　場

飯山　省平 飯　山

飯伏　裕章 飯　伏

瀬川　健作 瀬　谷

嶽　　大輔 瀬　谷

永山　靖紘 折　尾

永山　勝逸 折　尾

下野　幸樹 折　尾

下窪　英仁 谷　場

高吉　大輔 谷　場

下野　義彦 折　尾

新原　寿仁 只　角

　

入
会
し
て
い
る
先
輩
か
ら
、「
良
い

勉
強
に
な
る
」
と
勧
め
ら
れ
て
入
り

ま
し
た
。
会
員
の
方
は
も
と
も
と
知
っ

て
い
る
方
が
多
か
っ
た
の
で
、
す
ぐ

に
会
の
活
動
に
入
り
込
め
ま
し
た
。

　

会
は
県
の
４
Ｈ
に
も
加
入
し
て
お

り
、
多
く
の
行
事
に
参
加
し
ま
す
。

そ
の
た
め
多
く
の
方
と
話
す
機
会
が

増
え
て
大
変
良
い
刺
激
に
な
り
ま
す
。

入
っ
た
頃
は
先
輩
か
ら
よ
く
農
作
業

の
こ
と
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
私
が
会
に

入
っ
て
く
る
新
規
会
員
へ
ア
ド
バ
イ

ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
会
で
商
品
開
発
し

KE ファーマーズ
会長　下窪  康介  さん

た
お
茶
の

売
れ
行
き

が
良
く
て

量
が
追
い

つ
か
な
い

く
ら
い
で

し
た
。
同

じ
味
の
商

品
を
作
る

の
は
難
し

い
で
す
が
、
出
来
上
が
っ
た
と
き
は

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
の
会
は
茶
業
を
営

ん
で
い
る
会
員
が
多
い
で
す
が
、
他

の
作
物
を
作
っ
て
い
る
方
も
多
く
入

会
し
て
い
た
だ
い
て
、
い
ろ
ん
な
面

で
語
り
合
え
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　おじいさんの代から製茶業を営む３代
目。高校卒業後、料理の道に進みましたが、
実家の茶業を継いだらとまわりから勧め
られ就農。２年経過した頃から多くの茶
業工程に関わるにつれおもしろくなって
きたそうです。父の教えは「自分でやっ
てみろ」ということで、始めの頃は全て
がうまくいくというものではなく、今で
も整枝や肥料のやり方を試行錯誤しなが
らやっているそうです。「これから 30 年
茶業を続けても１番茶を摘むのは 30 回し
かないと思うと、１回、１回を大事にし
ていかないといけないと思ってやってい
る」とお茶への熱い思いを話してくれま
した。

イオン鹿児島での産直市 お茶の淹れ方教室

良
い
刺
激
に
な
る
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知
覧
町
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

『ASATSUYU』は地元の茶葉（品種：
あさつゆ）のみ使用し、若い女性向け
に仕上げました。お芋のパイの『あい
もこいも』はサツマイモ知覧紅を使い、
かくし味にリンゴを入れたものとなり
ました。商品開発には会員、製造関
係者らが６回の検討委員会で原材料や
パッケージなどひとつひとつこだわっ
て作っていきました。

　

就
農
し
て
２
年
目
に
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

に
入
り
ま
し
た
。
知
り
合
い
の
先
輩

が
「
入
れ
ば
楽
し
い
よ
」
と
誘
っ
て

く
れ
て
。
私
の
最
初
の
活
動
は
小
京

都
ふ
る
さ
と
祭
で
の
『
か
ら
い
も
も

ち
』
を
作
る
こ
と
で
し
た
。
と
て
も

楽
し
く
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
も
で
す
が
、
た
ま
に

仲
間
が
集
う
場
が
で
き
て
、
世
間
話

か
ら
情
報
交
換
ま
で
で
き
て
、
こ
の

ク
ラ
ブ
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
は
ク
ラ
ブ
で

商
品
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん

で
何
か
作
ろ
う
と
前
会
長
の
松
村
さ

ん
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。
お
菓
子

づ
く
り
は
会
員
全
員
で
ミ
ー
テ
ィ
ン

知覧町４H クラブ　
会長　塗木  桂一郎  さん

グ
を
何
回

も
行
い
大

変
で
し
た

が
、
あ
る

意
味
良
い

活
動
が
で

き
た
の
で

は
な
い
か

と
思
い
ま

す
。『
た
ま
ご
屋
の
Ｓ
ｗ
ｅ
ｅ
ｔ
工
房

Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
』
の
川
床
蘭
子
さ
ん
の

協
力
が
と
て
も
大
き
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
会
員
で
行
く
研
修
は
大
変

楽
し
い
で
す
。
今
年
か
ら
会
長
に
な

り
ま
し
た
が
、
会
員
が
楽
し
く
や
っ

て
い
け
る
の
が
一
番
大
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　小さい頃から家業のお茶を継ぐだろ
うと思っていたそうです。農業を行う
にあたり、大学を卒業後、日置市の県
立農業大学で本格的に農業を学びまし
た。お茶の仕事が好きと話す桂一郎さ
ん、農業のやりがいについて聞いてみ
ると「お茶は管理作業や加工作業があ
り、難しいけど技術がいるので向上心
が湧きます。お茶が良くできたときは
それなりの評価をもらえ、自分の努力
が反映されるからおもしろいです。ま
た、問屋さんから良いお茶だと言われ
るとうれしい」と話してくれました。
今後は販売にも少しずつ力を入れてい
くそうです。

　

知
覧
町
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
は
、
毎
年
、
小
京
都
ふ
る
さ
と
祭
で
の
出
店
や
市
道
（
郡
南
線
）
緑

地
帯
の
草
払
い
作
業
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
地
元
の
茶
葉
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を

使
っ
て
、
緑
茶
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
と
お
菓
子
の
新
商
品
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

保育園児との芋植え交流マルヤガーデンズでの農産物フェアー

新商品の茶葉選定

楽
し
く
や
っ
て
い
き
た
い

知覧町４Ｈクラブ会員
氏　名 自治会名

塗木桂一郎 塗　木
大隣　直人 大　隣
大隣　尚平 大　隣
松村　祥太 松　村
菊永　貴治 菊　永
西野　裕平 堤之原
菊永慎一郎 菊　永
前原　充寿 大　隣
宮原　　健 後岳南
市坪　裕昭 新　町
東垂水一守 東垂水
寺園　真人 佐々良下
町田　美高 加治佐
中渡瀬拓也 中渡瀬
村永　貴之 後岳下
東垂水良平 東垂水
西垂水慎一 西垂水
川床　直樹 新　町
前原　一誠 大　隣
古屋　博章 瀬世下
村　　和也 後岳南
西野　健太 中福良
大坪　正勝 打　越
川原　慶也 瀬世下
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農
業
公
社
で
の
農
業
研
修
中
か
ら

「
川
辺
町
青
年
農
業
者
の
会
」
に
入
会

し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
育
っ
て
い
な

い
の
で
、
友
だ
ち
、
知
人
も
い
な
い
中
、

入
会
し
た
こ
と
で
会
員
の
方
と
知
り

合
い
に
な
り
、
い
ざ
自
分
で
ク
ル
ク

マ
を
作
り
始
め
た
と
き
、
会
員
か
ら

堆
肥
を
わ
け
て
も
ら
っ
た
り
、
機
械

な
ど
を
貸
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
て

と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
年
目
の
ク
ル
ク
マ
の
収

穫
後
、
何
を
し
よ
う
か
と
考
え
て
い

た
と
き
、
畜
産
を
し
て
い
る
会
員
か

ら
手
伝
い
に
き
て
く
れ
と
声
を
か
け

　

川
辺
町
青
年
農
業
者
の
会
は
、
毎
年
、
か
わ
な
べ
磨
崖
仏
ま
つ
り
に
出
店
す
る
ほ
か
、
昨

年
は
農
業
体
験
を
通
し
て
独
身
の
男
女
が
交
流
を
深
め
よ
う
と
「
か
わ
な
べ
農
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
『
恋
の
大
収
穫
祭
』
を
行
い
ま
し
た
。

川辺町青年農業者の会
会長　山下  信一郎  さん

▼ タンクの絵は山下さんがカラー
スプレーで描いたそうです。

ら
れ
、
仕

事
も
で
き

て
、
畜
産

の
こ
と
も

知
る
こ
と

が
で
き
良

い
経
験
と

な
り
ま
し

た
。

　

会
員
が
集
ま
っ
た
際
は
、
農
地
の

相
談
や
行
政
へ
の
相
談
な
ど
ア
ド
バ

イ
ス
も
い
た
だ
き
、
ま
た
、
他
の
農

作
物
や
畜
産
な
ど
の
生
産
、
販
売
の

話
も
聞
け
て
勉
強
に
な
り
ま
す
。
今

回
、
会
長
に
な
り
会
員
の
和
を
大
事

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

川辺町青年農業者の会会員
氏　名 自治会名

山下信一郎 上の後
川﨑　大輔 片　平
大薗　俊平 佐々良上
三好　海広 川　原
西　　健治 宮小路
宮地　達哉 南野元
有木　祐也 永田中福良
内門　勝博 塩　入
大倉野　慎 諏　訪
大渡　和敬 高田下
大渡　幸樹 高田下
大渡　康弘 高田下
角　新一郎 藤の下
桑水流純昭 桑水流
才田　　力 野間大久保
酒瀬川　保 小河路
末永　明人 上山田中福良
鮫島　正一 古殿上
薗田　洋資 下　里
内匠　　剛 高田下
月野　貴大 南野元
鶴田　陽一 原　田
橋口　　広 越　原
東　　　晃 今　村
東　　耕太 本別府大久保
東　　功躍 本別府大久保
松薗正一郎 上山田中福良

　子どものころから土いじりが好きで、夏休みに
祖父母のいる川辺町に帰省した際、毎日のように
農作業をしているおじいさんの横でどろんこ遊び
をしていたそうです。そのような経験からか将来、
土を扱う農業を行なってみたいと中学生の頃から
思うようになったそうです。父母はすでに父の定
年退職後、故郷川辺町に帰ってきており、信一郎
さんも移住、平成 18 年 8 月から農業公社の研修生
としてクルクマなどの生育技術を学び始めました。
就農してから６年目になりますが、クルクマの栽
培・収穫時期以外にはユリ、レタス、ブロッコリー
も作っています。「経営は厳しいですが、これから
も努力してより良い農作物を作って、収益を上げ
ていきたいです。農業の魅力は作物を土に植える
ときのわくわく感と収穫した時の達成感です」と
話してくれました。

川
辺
町
青
年
農
業
者
の
会

会
員
の
方
と
知
り
あ
え
て

かわなべ農meets プロジェクト

『恋の大収穫祭』～農業男子が待ってます～

　・農に出会う（meets）
　・濃密な時間を過ごす（農 meets → のう みーつ → 濃密）


